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新宿コマ劇場解体工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事名称 新宿コマ劇場・新宿東宝会館解体工事 

所在地 新宿歌舞伎町 1-19-1他 

建築主 ㈱コマ・スタジアム、東宝㈱ 

設計・監理・施工 ㈱竹中工務店 

建物用途 劇場 

建物階数、高さ 地下 2階、地上 4階 

建築面積 3,006.894㎡ 

構造種別 ＳＲＣ造 

工期 
解体工期：2011年 3月 10日～2012年 1月

31日 

工法 リフトダウン工法 

リフトダウン重量 約 96t(1 ﾄﾗｽ 24t)×２回 

リフトダウン揚程 約 22.8m 

リフトダウン装置 総ネジＰＣ鋼棒、ｾﾝﾀｰﾎｰﾙ油圧ｼﾞｬｯｷ 

備考 
新宿コマ劇場 竣工：昭和 31年(1956年) 

築：54年 

  

□ 工事概要 

□ リフトダウン工法作業手順 
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□ リフトダウン概要図 
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Ａ→Ｂ→Ｃの順で鉄骨トラスガス溶断 

リラクゼーション 

再軸力導入 

Ｄ番目鉄骨トラスガス溶断 

揚体変位確認・調整 

リフトダウン 

上部反力ナット巻上げ(380mm) 

ｸﾞﾘｯﾄﾞ鉄骨地切り ｸﾞﾘｯﾄﾞ鉄骨ﾘﾌﾄｱｯﾌﾟ ｸﾞﾘｯﾄﾞ鉄骨ﾘﾌﾄｱｯﾌﾟ 

軸力導入(計画 80％仮緊張) 

宙吊り天井吊降し 未落下天井吊降し（通常玉掛け） 

宙吊り天井吊降し 天井材解体作業 

ｼﾞｬｯｷｽﾄﾛｰｸ伸ばし(380/400 ㎜) 

PC 鋼棒位置調整・確認 

下部反力ナット巻上げ(380 ㎜) 

ジャッキダウン(降下 380 ㎜) 

揚体レベル確認 

調整ジャッキダウン 

リフトダウンステップ完了 

トラス受け架台に荷重変換したこと 

を確認(軸力０％) 

ｼﾞｬｯｷ部の下部ナットを支圧 PL にタッ

チさせる。トラス解体機で挟み転倒防

止処置を行う。 

PC 鋼棒・吊り足場 

油圧配管・配線撤去 

架台盛替え 

架台・油圧装置解体 

ジャッキアップ(残 20mm) 

リフトダウンフロー 
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※完了まで 7～14 

繰り返し作業 

 

第１回ＬＤ範囲 

 

リフトダウン平面図 

□ リフトダウン施工写真 

第２回ＬＤ範囲 

 

リフトダウン断面図 

リフトダウン設備 

リフトダウン前全景 司令室 レーザー変位計 

吊り下げ支承部 ラムチェア内下部ナット ストローク量計測 

ストローク伸長→軸力受け ストローク収縮①（リフトダウン） 

リフトダウン状況① リフトダウン状況② リフトダウン完了→定着 

ストローク収縮②（リフトダウン） 

新宿コマ劇場及び東宝新宿会館を解体し、劇場含めた新しい複合施設を新築する。解体に際しては、劇場大空間の鉄骨トラ

ス造大屋根を安全に解体するためにリフトダウンを実施し、一旦地上へ降してからの解体とした。 

リフトダウンは３スパン分を２回実施することにより、端部以外の大部分を地上まで降ろし安全な解体を実現した。 


